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研究成果の概要：障害をもつ高齢者の学習支援の方法を探るため，発症・受傷直後に在宅で生
活を送る高齢者，介護老人保健施設入所者，高齢者放送大学受講者を対象に学習ならびに支援
の状況を調査した．その結果，①障害をもつ自身に向き合い，折り合いをつけながら生活を再
構築していくプロセスに学習の要素は多く盛り込まれていた．②高齢者は，自身の可能性なら
びに将来の展望を切り開いていくことを模索していた．そのためには支援者による評価とそれ
に基づく学習支援が不可欠であった．  
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１．研究開始当初の背景  
 (2) 障害をもつ高齢者には高い学習ニーズ

があること，またその学習支援に関しては，
極めて個別的な対応が必要であることが，こ
れまでの研究結果から予想されている． 

(1) 人生の完成期である高齢期に何らかの
障害をもったとき，個々の生活を再建してい
くことは当事者にとってもまた社会にとっ
ても重要な課題の一つである．医療や福祉の
領域からのアプローチが積極的に行われて
いる一方，この再建のプロセスに高齢者の
「学習」活動がどのように関わっているかに
ついて検討されたものは多くない． 

 
 
 
２．研究の目的 

本研究はこれまで実施してきた関連研究の
成果を基盤に，障害をもつ高齢者の「学習」 
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支援のための実証研究を行うことを目的とし
ている． 
具体的には障害をもつ高齢者を，３つの層

すなわち受症・発症後間もない時期，自宅・
施設で生活を送っている時期，積極的に学習
活動を送っている時期に区分して選出し，学
習支援のための介入の状況を，個々人ならび
に個人が所属する該当集団中心に調査を行う
．得られたデータをもとに，生涯教育論やリ
ハビリテーションの概念を照らし合わせなが
ら，具体的な支援の方法について考察する． 
 
 
 
３．研究の方法 
(1) 障害をもつ高齢者の支援の調査 
全国５ヶ所の高齢障害者の学習支援の場を

訪問調査し，その支援を整理する． 
 
 
(2) 実証研究 
①申請者が所属している機関の倫理委員会に
計画書を提出し，承認を得た後に実施する． 
 
②サンプリング 
次の３つの層にある関係機関に研究協力を

依頼し，条件を満たす障害をもつ高齢者を紹
介しもらう． 
a．発症・受傷直後の高齢者：脳血管障害，切
断などの発症・受傷により入院し，自宅に退
院した者（発症・受傷後２年以内）．病院ま
たは訪問リハビリテーション． 
b．発症・受傷から数年が経過し，自宅もしく
は施設で生活を送っている高齢者．介護老人
保健施設 
c．積極的に学習を送っている高齢者．公民館
などで活動する団体・サークル，高齢者大学
など 
                                     
（条件） 
・60才以上 
・改訂版長谷川式簡易痴呆スケールで18点以

上（非痴呆） 
・学習へのニーズがあり，学習活動の遂行に

困難を感じている  
・研究への参加に関して同意の得られた者 
 
③方法 
対象者ならびに支援者へのインタビュー

ならびにフィールドワークによって介入支
援の実際を調査する．作業歴，発症・受症時
の状況と現在までの生活歴，放送大学や自宅
等での学習状況とその意味，困難さとその介
入・支援について記述する． 
 
 
 

４．研究成果 
おもな研究成果は次のとおりである． 

 
(1) 障害をもつ高齢者の支援の調査 

公民館や，高齢者大学などの生涯学習施設
を積極的に利用している者は多くないが，在
宅で学ぶことができる高齢者放送大学を受
講している者があった．一方，医療福祉施設，
作業所等では，生活の再建と社会とのつなが
りを築くための支援が行われていた． 
 
 
(2) 実証的研究 

60～80 歳代の障害をもつ高齢者８名なら
びにその支援者を対象に，学習ならびにその
支援について事例研究を行った． 
内訳は，自宅で訪問リハビリテーションを

利用しながら生活をおくっている高齢者１
名 A ならびに癌末期にある高齢者１名 B，介
護老人保健施設に入所している高齢者１名 C，
高齢者放送大学（以下放送大学）を聴講して
いる５名ならびにその学習支援者である． 
以下，概要を示す． 

 
①妻と長年二人暮らしを営んでいた A（男性）
は脳血管障害による片麻痺を発症し，それを
きっかけに住み慣れた土地を離れ，息子夫婦
と同居することになる．見知らぬ地域での生
活は，老夫婦にとって適応が難しく，とくに
妻は嫁への気遣いに疲れ果て，家事には手出
しをしないことを決心し，役割喪失の状況に
陥る．A は，息子夫婦との同居生活に将来の
展望が見いだせず，とくに自分が先立った後
の妻の生活を心配していた．そのとき利用し
ていた訪問リハビリテーションで，夫婦の置
かれた状況を支援者（作業療法士）に相談す
る．支援者は，A の機能評価の結果と今後の
可能性を伝えながらニーズを探る．A は，リ
スクを承知で再び妻との二人暮らしを始め
ていくことを決意し，生活再建のために必要
な自身の技能を再獲得するための取り組み
を支援者と共に行う．その結果，半年後に住
み慣れた元の土地で，妻との生活を始めるこ
ととなる． 
 
②末期癌の Bは，これまでの人生がそうであ
ったように，最後まで物事に挑戦し続け，前
向きでありたいと希望していた．Bは妻に誘
われて，週２回の訪問リハビリテーションを
利用する．訪問リハビリテーションでは，支
援者（作業療法士）が， Bのニーズを聞きな
がら注意深く「できること」を探していった．
はじめは寝たきりに近い状況であったが，座
位の耐久性が向上し，台所に立って，働く妻
や孫におやつをつくることができるまでに
なった．その後，次第に状況は悪化していっ
たが，Bは作業療法士による訪問を心待ちに



し，「自分にはまだできることがある」と生
きている実感を最後まで持ち続けていた． 
 
③長年一人暮らしを営んできた C（女性）は
脳血管障害の発症をきっかけに息子夫婦と
同居していた．外出先で転倒し，大腿骨頸部
を骨折して入院．再び息子夫婦宅で生活を送
ることを目標に介護老人保健施設に入所し
ている．将来的に自立歩行は困難であったが，
嫁の世話にはなりたくないという Cの強い希
望から少なくともトイレ動作が自立するこ
とが自宅復帰の条件となっていた．自宅に戻
った後は，ほとんどの時間をベッド上もしく
は自分の居室で過ごすことになる Cにとって，
トイレに自分で行くこと以外に，自分らしさ
を維持するための作業が必要であった．支援
者（作業療法士）は，Cと一緒に自宅ででき
る作業を探した．以前行っていた携帯電話で
メールする，友達に手紙を書く，絵を描く，
本を読むことは今後も Cが希望するものであ
り，「大学に行きたかった」という夢も持っ
ていた．これらの作業は，Hが一人で完結す
ることはできない．可能にするための環境
（人的，物理的）への介入が必要であり，現
在模索中である． 
 
④スモン病を発症してケアハウスで一人暮
らしを営む D（女性）は歩行が困難であり，
そのために日常生活に介助が必要であった．
Dは電話や手紙を通じて，外部とのコミュニ
ケーションを図っていた．Dにとって放送大
学は，教授陣とのつながりを維持するための
重要な場であった．教授陣は「身近な知恵袋」
で，気軽に電話で「専門領域について議論で
きる相手」として位置づけられていた． 
 
⑤定年退職の翌月に放送大学を受講しはじ
めた E（男性）は，まもなく放送大学友の会
の設立と運営を任されることになる．長年支
社長として管理的な仕事を行ってきた Eにと
ってこのような組織の運営はなじみのある
作業であり，スムーズに退職後の生活に移行
するきっかけとなっていた．脳血管障害によ
る右片麻痺を発症した後は歩行や書字が困
難となるが，月１度届く講義概要を楽しみに
放送大学での学習を続けている．大学に所属
し続けていることに誇りを感じ，近く大学よ
り永年表彰されることを楽しみにしている．
Eは週に１度デイケアに通っているが，そこ
のプログラムは「学習」とは位置づけていな
い． 
 
⑥一人暮らしの女性 Fは，脳血管障害を発症
後，「医師にもわかってもらえない」自身の
動きづらさと痛み，そして暮らしの心細さを
放送大学のテキストに投稿したところ，直ち
に「見ず知らずの友達」から多くの励ましの

手紙を受け取る．Fは「一人ではない」こと
を実感し，地方スクーリングで手紙を交換し
ている「未だ見ぬ友達」に出会えるのを楽し
みにしている． 

 
⑦G（女性）は，交通事故後に歩行の困難さ
と持続的な痛みを抱えている．放送大学や小
学校のお話ボランティア，地域のサークル活
動などで多くの人々とつながり，日々の生活
を満たすことによって，その傷みをようやく
手放していた． 
 

⑧F（女性）は放送大学ラジオ講座の内容は，
娘を亡くした悲しみから立ち直るきっかけ
を与えてくれたと語り，ラジオ講座を聴きな
がら，自身の生き方を探り続けている． 
 
 
(3) 研究成果のまとめと今後の課題 

高齢者は，障害によってそれまで従事して
きた活動やそれに伴う社会的なつながりが
途絶えることがある．また，周りに迷惑をか
けたくないという理由で新たな挑戦を回避
することも少なくない．その一方で，自身は
介護が必要な状況であり，生存（生活）のた
めのニーズを持ちながら，平衡して多くの学
習ニーズをもっていた． 
 
①障害をもつ高齢者は，生活を再構築してい
くために学習を行っていた． 
 
②施設ならびに在宅で生活を送る障害をも
つ高齢者は，学習集団に所属している自覚は
なかった．しかし，障害のある自身と向き合
い，それに折り合いをつけながら生活を再構
築していくプロセスに学習の要素は多く盛
り込まれていた． 
 
③痛みや不自由さを解き放つ手段のひとつ
として，学習活動が位置づけられていた． 
 
④放送大学での学習活動は，人びとの交流を
促す仕組みならびに“役割”が多く用意され
ていた．“役割”には“作業”が伴うが，そ
れらには，障害をもつ高齢者にとってほどよ
い挑戦感があった． 
 
⑤高齢者は，放送大学の学習内容を人生の課
題に組み込む作業を行っていた． 
 
⑥高齢者は，障害をもってなお自身の可能性
ならびに将来の展望を切り開いていくこと
を模索していた．そのためには支援者による
評価とそれに基づく支援が不可欠であった． 
 
⑦生涯教育領域と医療・保健・福祉領域のさ
らなる連携が求められる． 
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